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はじめに
　トラフズクAsio otusは，ユーラシア大陸， 北アメ
リカ大陸の温帯から亜寒帯で繁殖し，寒冷地で繁殖
するものは南下して越冬する（中村・中村 1995）．
日本では本州中部から北海道にかけて局地的に繁殖
し，冬は，積雪が多くなると雪の少ない地方に移動
する（中村・中村 1995）．夜行性で，ネズミ類，食
虫類，小鳥類 を捕食し，不消化物をペレットとし
て吐き出す習性がある（中村・中村 1995）．トラフ
ズクの北海道における繁殖状況については千歳市，
帯広市,旭川市,中標津町などで記録されている（河
井ほか 2003）が，道東については不明である（先崎
ほか 2019）．
　本稿では2019年６月末～７月上旬，2020年５月末
～７月上旬に釧路管内の鶴居村において鳴き声によ
る本種の繁殖を確認したので，その結果を時系列に
以下に報告する（村内在住者の情報も含む）．また，
生息地の特定を防ぐため，地名等の詳細な情報の記
載は控えた．

調査地及び確認方法
　調査地の北海道阿寒郡鶴居村は，釧路管内のほぼ
中央部に位置し，東部は標茶町に接し，南部は釧路
湿原国立公園の一部に指定されている．久著呂，雪
裡，幌呂の３原野をもって構成され，雪裡川や幌呂
川など多数の河川がある．流域はいずれも農耕適地
であり，広面積の牧草地が広がる環境である．調査
は夜間の聞き取り及び目視，撮影により４～７月上
旬にかけて確認を行った．なお，幼鳥の鳴き声につ
いては，認定NPO法人 バードリサーチの鳴き声図
鑑（web音源）や（公財）日本野鳥の会CD鳴き声ガ
イド日本の野鳥を参考にした．

観察結果
　2019年は２地点，2020年は４地点での繁殖を確認
し，うち全ての地点で幼鳥の鳴き声を確認した．

2019年
Ａ　確認場所：下幌呂地区　針葉樹林
６月30日に確認した．

６月30日
確認時刻：20：15
幼鳥２羽（鳴き声&目視により確認）
２羽が針葉樹林内にて「キー」というもの悲しげな
鳴き声（以下　幼鳥の鳴き声はすべて同様）で鳴い
ており，その後２羽の飛翔を確認．

Ｂ　確認場所：鶴居市街（Ａ確認場所より北約15㎞
に位置する）
６月30日から８月22日にかけて確認．

６月30日
確認時刻：22：00～22：30
成鳥１羽，幼鳥３羽以上（鳴き声&目視により確認）

「キー」という鳴き声３羽以上確認．時折「クー」「ウー
ウー」と鳴く1羽を目視で確認．幼鳥と思われる３
羽とは離れた距離を保っていた．幼鳥とは明らかに
鳴き声が異なり，参考音源を参照すると，成鳥と思
われた．
７月１日
幼鳥の鳴き声（数不明）を確認．
７月４日
７羽（内訳不明）を鶴居在住の方が確認．
７月５日
幼鳥２羽の鳴き声を確認．
また村内・村外在住者が少なくとも成鳥１羽，幼鳥
１羽を目視及び撮影にて確認（図１）．
７月７日
確認時刻：23：40
幼鳥１羽の鳴き声，さらに同場所から600 mほど南
の針葉樹林内にて２羽の幼鳥の鳴き声を確認．
７月８日
幼鳥１羽を鶴居在住の方が目視により確認．
７月９日
幼鳥２羽の鳴き声を確認．さらに同場所から500ｍ

鶴居村におけるトラフズクの繁殖記録

Breeding record of Long-eared owl in Tsurui village

Soichiro TASHIMA※ 

田島奏一朗※



26

田　島　奏一朗

南東方向にて幼鳥４羽の鳴き声を確認．
７月12日
確認時刻：20：04
Ｂ確認場所から400ｍ南方向にて幼鳥２羽の鳴き声
を確認.
８月22日
Ｂ確認場所から東方向に２㎞以内にて夜間に飛翔す
るトラフズク１羽（成鳥，幼鳥かは不明）を鶴居在
住者が目視で確認．

2020年
Ｃ　確認場所：鶴居市街　針葉樹林内（2019年の鶴
居市街のＢ確認場所より２㎞西方向）
５月28日から６月12日にかけて確認した．

５月28日
確認時刻：20：20～20：50
幼鳥３羽の鳴き声を確認．
30分間で，幼鳥の鳴く位置が変わることを確認した

（飛翔能力あり）．
５月30日
確認時刻：20：50
幼鳥３羽の鳴き声確認．
６月１日
確認時刻：19：30
幼鳥１羽の鳴き声確認．
６月３日
確認時刻：21：14
Ｃ確認場所の針葉樹林内から約２㎞南東方向にて幼
鳥２羽の鳴き声確認．
６月６日
確認時刻：21：13
Ｃ確認場所の針葉樹林内から約２㎞南東方向にて幼
鳥２羽の鳴き声確認．
６月12日
Ｃ確認場所の針葉樹林内にて鶴居在住の方が成鳥１
羽，幼鳥３羽を目視で確認．

Ｄ　確認場所：鶴居村中幌呂地区
４月20日頃から７月１日にかけて鶴居在住者が確認
した．

４月20日
鶴居在住の方が20日前後日に，中幌呂市街でトラフ
ズクらしき声を確認．
６月９日
鶴居在住の方が幼鳥１羽を目視と鳴き声で確認．
６月10日
鶴居在住の方が幼鳥（羽数不明）を鳴き声で確認.
６月12日
鶴居在住の方が幼鳥（羽数不明）を鳴き声で確認.
６月14日
鶴居在住の方が幼鳥（羽数不明）を鳴き声で確認.

６月21日
鶴居在住の方が幼鳥（羽数不明）を鳴き声で確認.
６月29日
鶴居在住の方が幼鳥（羽数不明）を鳴き声で確認.
７月１日
鶴居在住の方が少なくとも幼鳥４羽以上の鳴き声を
確認．毎日のように鳴き声を聴いている.

Ｅ　確認場所：鶴居村内道道243号線沿いの針葉樹
林内にて
７月６日に確認した．

７月６日
確認時刻：20：08
幼鳥１羽の鳴き声を確認．

Ｆ　確認場所：鶴居村内雪裡川沿いの河畔林にて
７月６日に確認した．

７月６日
確認時刻：20：19
幼鳥２羽の鳴き声を確認．

その他
鶴居村内において鶴居在住の方が７月９日，29日に
幼鳥（羽数不明・場所不明）の鳴き声を確認．

考察
　黒沢（1995）及び鶴居村鳥類目録（音成 未発表）
によると，今回の２年間における観察は鶴居村では
初の繁殖記録となる．トラフズクの繁殖期は５～７
月，一夫一妻で繁殖し，針葉樹林や雑木林の中の大
木の樹洞内や，カラス類，ワシタカ類やリスの古巣
を利用する（中村・中村 1995）．北海道における２
巣の例では，防風林の樹高約14ｍのニセアカシアの
高さ約９ｍのところと，樹高約13ｍのポプラの高さ
約７ｍのところにあり，いずれもカラスの古巣を利

図１　B 確認場所にて撮影されたトラフズク成鳥
　　   （2019 年 7 月 5 日撮影）　写真提供：久井 貴世
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用したものである（松岡  1974）. ２年間で著者がト
ラフズクを確認した環境はいずれも針葉樹林を中心
とする林内であった．いずれの地点においても巣の
観察には至っていないが，鶴居市街の確認場所周辺
ではカラスの古巣なども確認されている.また，確
認場所は付近に河川が流れている農耕地の環境が多
かったため，ネズミや鳥類など餌資源が豊富な場所
であることと関連があるのかもしれない． 
　トラフズクの一巣卵数は４～６個，雌は２日おき
に１日ずつ産卵する．雌雄共同で育雛し，雛は23～
24日で巣立つ（中村・中村 1995）． 
　今回の記録を，上記をもとに幼鳥が飛翔により移
動できるようになった観察日を巣立ちの時期と仮定
すると，2019年度のＡ，Ｂ 確認場所では抱卵（５
月26日～30日頃）・育雛期間（～６月７日頃）となり，
少なくとも５月下旬には繁殖を開始したものと考え
られる．同様に2020年度のＣ確認場所では，５月28
日に確認された日を巣立ち日と仮定すると抱卵（４
月24日～４月28日頃）・育雛期間（～５月５日頃）と
なり，４月下旬には繁殖を開始したものと考えられ
る．2019年６月30日に鶴居市街で確認された幼鳥が
７月12日まで確認された個体と同一であると仮定す
ると，少なくとも巣立ち後約２週間は長距離の移動
をすることなく付近で過ごしているものと考えられ
る．2020年５月28日に鶴居市街で確認された幼鳥３
羽についても，６月12日に同場所で確認されている
ことから同一個体である可能性が高い．また， ６月
３日，６日に聞かれた幼鳥２羽については，５月28
日のＣ確認場所より２㎞離れた場所であるが，同一
個体である可能性も考えられる．その後，７月６日
にはさらに約７㎞離れた場所で幼鳥の鳴き声が確認
された．同一個体であるかは不明であるが，移動し
た可能性も考えられる．Ｄ確認場所である鶴居村中
幌呂地区では７月１日に４羽以上の幼鳥の鳴き声が
確認されていることから，Ｃ確認場所とは異なる繁
殖記録であると考えられる．今回の目撃事例だけで
は幼鳥の移動経路について,  成鳥の目撃数が少ない
など本種の生態については明らかにできていない部
分も多いが，鶴居村内にはトラフズクの繁殖に適し
た環境が整っていると考えらえる.また，著者は足
寄町内においても2019年７月にトラフズクの幼鳥の
鳴き声を確認している．よって，鶴居村に限らず近
隣の他市町村でも繁殖している可能性が考えられ
る．そのため,今後は同様の調査を広域的に行うこ
とで,  道東の繁殖状況を把握していくことが，本種
の生息状況や生態を理解する上で重要であると考え
られる．
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